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27 特集 1 
フレ キシ フル & ス ケー ラフ ル SOC の 構 策 法 
ー CPU コア を 用 いた FPGA 設計 ・ 検 証 の 基礎 と 設計 事例 ョ 
28 上 第 1 章 シス テム LSI 構築 の か な め , トッ プ ダ ウン 設計 ・ 検 証 剛 
大 規模 FPGA と CPU コア を 活用 し て 効率 化 ー ニ ーーー 
大 庭 信之 3 


第 2 章 機能 分 散 型 マ ル チ コ ア 設 計 を 体験 する 
小型 の テレ ビ 電 話 端末 を 複数 の CPU コア て 実現 
大 牧 正 知 


第 3 章 CPU コア 搭載 FPGA の 効率 的 活用 法 
ーー Virtex-4 FX の コ プ ロ セッ サ 機 能 を 使い こなす 
井倉 将 実 


59 特集 2 
MEMS デ バイ ス を 

邊 動車, 通信 , 民生 機器 へ 応用 する 口 
60 1 汗 1 章 タイ ヤ 空 気圧 の 状態 を 無線 で 運転 者 に 知ら せる モニ タ ・ シ ステ ム を 開発 する 


自動 車 へ の MEMS セン サ の 応用 
松下 靖 


第 2 章 MEMS ミラ ー・ ア レイ 構造 で 大 規模 光 ス イッ チ 装 置 を 実現 する 
ーー ネッ トワ ー ク ・ イ ン フ ラ へ の 光 MEMS の 応用 
東原 朋 成 


第 3 章 標高 6.000m に お ける 誤差 が 20m の 高度 計 を 設計 する 
ーー MEMS 圧力 セン サ の 民生 機器 へ の 応用 


Heikki Timonen 


Design Wave 設計 コン テス ト 2006 
† 仕 様 書 工 W 


131 1 2 次 元 積 符号 用 繰り 返し 型 デ コー タダ 訟 
和田 知久 


141 II「Design Wave 設計 コン テス ト 2006」 の 実施 要領 
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November 


も う 一 度 学ぶ 電磁 気 学 の 世界 (第 14 回 ) 
電磁 シー ルド の し くみ 
小 基 容 明 


ウェ イク アッ プ と スタ ー ト アッ プ 


佐藤 道夫 
講 100 | 天 り 算 回 路 設計 あの手この手 (第 3 属 ) 
し CSA を 用 いた 除算 回 路 の 高速 化 
座 鈴木 昌治 
1 1 7 』「PGA で 学ぶ Verilog HDL( 第 3 回 ) 


180 秒 の タイ マ を 作る 


87 | 実 設計 に 即 し た 車載 LANTFlexRay】 仁 欄 解 説 (第 4 回 ) 
| 井倉 将 実 


1 24 | シス テム LSI 栓 証 技術 入門 (第 14 回 ) 
論理 回 路 の プロ パ テイ 検証 技術 (6 


ーー アサ ーション ・ ベ ー ス 検証 の 


藤田 昌宏 
92 | 組み 込み シス テム 設計 者 の た め の LIN 2.0 マイ コン 実装 術 (前 編 
解 舘 伸幸 
説 | 111 』 民生 用 LSI へ の 搭載 を 想定 し た 低 コ スト の 1 回 書き 込み 型 メ モリ ・ コ ア を 開発 
ーー オン チッ プ OTPROM, セキ ュ リ ティ , アナ ログ ・ ト リ ミ ン グ な ど に 利用 可能 
Charles Ng 
Column 情報 
98 エン ジニ ア 称 業 か ら の 脱出 26 読者 プレ ゼン ト 
142 新 製品 ・ 新 技術 ・ 業 界 情報 な ど 
110 の 役 因 6 
和 2 
123 1980 年 代 後半 ネッ トリ スト 形式 と 動作 記述 言語 が 乱立 次 呈 予 千 ・ 引 生後 
明石 貴昭 今月 の 表紙 
130 アサ ーション や 機能 カバ レッ ジ に 関す る 誤解 Hollerith の パン チカ ー ド 分 類 機 
渋谷 康 洋 パン チカ ー ド 分 類 機 
( PCS) は , カー ド の 
孔 の 位置 に よっ て カー 
訪 集 中 山 俊一 還 / 山 懸 妙子 / 谷 智 ド を 分 類 し , 電気 信 
be 8 に 子 / 谷 智美 号 の ON/OFF に リ レ 


GA 応 SKI5 
デー タ の 集計 を 行う 装 
置 で ある . 急激 な 人 


Art Direction&Design クニ メデ ィ ア (株 ) 
笹沢 記 良 / 鈴 木 亮 太 / 佐 々 木 進 / 菊 池 篤 賜 / 坪 田 卓 洋 / 新 井 秀昭 / 木 澤 静 香 


本 文 イ ラス ト 佐藤 デザ イン ルー ム 佐藤 重 / 鎌 田 聡 iD 隊 
表紙 デザ イン AD (株 ) グラ ムシ / 田 中 泊 康 / 征 地層 則 0 
PHOTO _@Science Museum/SSPL/AFLO 1890 年 の 来 国 国勢 調 


査 で は , Herman Hollerit( 1860 年 ~- 1929 年 , 米国 ) が 発 
明 し た 24 カ ラム の PCS が 採用 され た . 1880 年 の 調査 で 7 年 


デバ イス の 記 ボー ド の 記 シス テム の 記 は 

( 集積 回 路 , 部品 な ど ) 陣 【5 PCB, 本 ー ル , ノイ ズ な ど ) ( の PO ソフ ト ウェ ア な ど ) 以上 も の 歳 月 を 費やし て いた 集計 を 3 年 足ら ず で 行っ た. 
生ま の Hollerith は , 米国 IBM 社 の 前 身 と な っ た 米国 Tabulating 

本 誌 Web サ イト に MU ビギナー ズ 向 け の 記事 Machine 社 を 設立 し , さら な る 情報 量 の 増大 に 対応 で きる 

関連 デー タ あ り Hf PCS を 開発 し た . 写真 の 45 カ ラム PCS は さま ざま な 分 野 


で 導入 され , 1960 年 代 まで 利用 され て いた 80 カ ラム PCS 
講座 ここ か ら 始 め る アナ - デ ィ ツジ 混載 設計 」 は お 休み させ て いた だ きま す . 0 ここ 


